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穐
配
分
脈
襟
公
益
逆
比
の
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個
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と
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と
の
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係

鶏
鳴
肚
會
改
造
哲
學
ご
肚
會
連
帯
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想

マ
ル
ク
ス
的
階
級
概
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物
債
調
節
封
米
債
調
節
問
題

・

資
本
論
中
減
価
の
各
種
版
本
榔
識
異
同
窃

・

今
後
の
植
民
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策
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準

農
業
労
働
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治
組
合
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瞥
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・
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、

経

濟

論

叢

第

十
山
八
姫
¢

第

一
號

(瓢
巷
第
九
+
一
號
)

新
絵
剰
慣
値
説
及
び
肚
會
階
級
協
和
論

大
正
十
二
年

一
月
獲
行

田

島

錦

治

髄

て

緒

論
.

。

二
、
自
然
法
則
學
涯
の
純

牧
入
説

三

、
自
然
法
則
學
派
の
砒
會
階
級
三
分
読

四
、
自
然
法
則
學
滋
の
純
政
入
親

ご
マ
ル
〃

ス
派
の
盤
剰
偵
値
説

こ
の
対
照

五
、
壮
會
階
級
三
分
説

ご
二
分
説

こ
の
長
短

山ハ
、
自
鉄
…法
則
畢
派
▽
L
マ
ル
〃
λ
濯
ぐ」
の
思
想
の
聯
絡
及
び

一
致

七
、
新
饒
剰
償
値
説
及

び
肚
會
階
級
協
和
論

の
概
要

八

、
結

論

曙

』

む

む

　

　

　

　

む

　

む

　

む

　

マ
ル
ク
ス
振
肚
會
主
義

の
醸
剰
債
疽
説
は
、
肚
會
階
級
を
資
「本
⊥土
若
く
は
有
産
者
ε
勢
働
者
若
く
は
無
産
者
・し

む

　

ロ

　

　

　

の
両
階
級
に
分
ち
、
此
面
階
級
は
始
よ
り
利
害
の
關
係
を
異

に
し
、
互
に
相
闘
争
す
る
所
の
者
な
b
ε
の
前
提
の

・

ロ

む

　

つ

下

に
、
真

諦
歩
を
進

め
て
、
此

不
断

に
し
て
且
盆
激

烈

ざ
な
り
行

く
所

の
階

級
闘
争
が
結

局
資

本
士
山階

級

の
覆
滅

新
餓
剰
慣
値
説
及
び
壮
會
階
級
協
和
論

第
十
山ハ巻

(第
一
號

こ

一

「



f

新
餓
剰
但
値
醗
及
び
融
會
階
級
協
和
論

策
十
六
巻

(第
〕
號
.

一
.じ

二

　

む

む

　

む

　

む

ぐ

ε
爲
る
ε
論
結
す
。
彼
等

の
謂
ゆ
る
飴
剰
償
値
は
、
勢
働
者
の
無
償
労
働
に
因
る
資
本
主

の
利
潤
に
し
て

帥
ち

晶
方
の
利
は
他
方
の
損
を
意
味
す
ご
思
考
す
る
な
り
。

此
説
の
誤
謬
は
余
が
本
誌
第
十
四
巻
第

一
、
三
h
四
の
諸
號
(即
ち
大
正
十

一
年

一
月
三
月
四
月
刊
行

の
分
)
に

む

　

　

む

む

　

コ

コま

ロ

　

　

　

む

む

む

指
摘
龍
許
し
だ
b
・
今
や
本
論
沓

於
て
、
余
の
自

か
ら
正
賞
ε
信
ず

る
新
飴
剰
債
値
説
及
び
肚
會
階
級
協
和
論

を
揚
げ
て
、
直
接
に
は
経
済
の
眞
理
及
び
肚
曾
の
貴
相
を
明
に
し
、
間
接
"
は
重
ね
て

マ
ル
ク
ス
涙
の
誤
謬
を
正

さ
む
ε
欲
す
。

ニ

ラ

む

　

む

抑

も

鯨

剰

債

値

(竃

①
『
暑

Φ
鵠
『

し∩
罎

℃
一塁

{
巴
ロ
9
冨

唱
言

ω-
ぐ
巴
二
〇
)
な

る

語

は

マ

ル

ク

ス
#
　に

其

蜜
…派

の
慣

用

語

な

る

　

　

　

が
、
其
出

て
來

る
所

は
蓋

し
自
然

注
則
學

涙
若
く
は

重
農
學
涙

(
℃
ど
、㎝δ
9
葺
窪
)
の
純
収

入
;
)『o
匹
口
写

昌
。ご

に
在

る
も

の

、
如

し
。
此
學
派

は
欧
州
第
十

入
世
紀

の
後

年

に
於

て
、
各
種

産
業
中

、
只
農

業

の
み

が
純
牧

人
即

ち
土

曜

産
費
を
超
過
す
る
富
の
生
産
量
を
生
す
蓬
の
説
を
唱

へ
た
り
。
共
説
の
大
要
を
述
ぶ
れ
ば
、
曰
く

『
各
種
産
業
中

唯
農
業

の
み
は
純
収
入
を
生
す
。
農
夫
は
非
常
災
害
の
場
合
の
外
は
其
牧
穫
す
る
所

の
敷
物
の
量
は
帝
　に
彼
が
種

子
ε
し
て
消
費
し
だ
る
量
の
み
な
ら
す
共
生
を
通
じ
て
彼
の
食
用
に
供

し
た
る
量
を
償

ふ
て
術
は
遙

に
鯨
め
乃
も

の
を
得
、此
純
牧
人
は
国
富
を
増
進
し
交
明
を
興
起
す

る
基
礎
な
b
。其
他
の
産
業
は
斯
の
如
き
純
吸
入
を
生
す
る

こ
ε
無

し
。
商
業
運
輪
業
は
既

に
生
ぜ
る
物
を
交
易
し
移
萌
す
る
に
過
ぎ
ず
。
工
業

に
於
て
は
、
工
人
は
唯
原
料
を

9



愛
形
し
混
合
し
添
附
す

る
に
過
ぎ
ず
。
故
に
何
等
生
す
る
所
あ
る
な
し
。
固
よ
り
償
値
の
増
加
は
之
め
る
べ
し
ε
.

錐
も
、
工
業
品
の
償
格
は
、
其
原
料
の
償
格
ε
、
之
が
製
造
に
徒
事
せ
る
工
人
の
生
計
維
持

に
要
し
た
る
物
品
の
償

格
ε
の
神
に
外
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
即
ち
積
み
累

ね
た
る
償
値
の
増
加
に
し
て
、
同
時
に
混
合
せ
ら
れ
た
る
原
料

　

む

っ

つ

　

む

の
和
な

り
」
ε
。
自

然
法

則
學

涯
は
此
理
由

に
本

づ

き
商

人
井

に
工
人
を
以

て
不
生
産
的
階

級

(冨

巳
霧
器

q。
臥
三
①
)

O

O

O
.

O

O

O

O

O

O

D

O

O

り

り

0

0

・

O

O

O

,

O

O

ε
な
し
た
り
。
撚
れ
ご
も
此
稽
號
は
決

し
て
軽
蔑
の
意
味
を
含
ま
ず
、
又
不
必
要
ど
同
意
味
に
非
ざ
る
こ
ε
は
、

彼
等
の
力
説
す

る
所
な
b
。

自
然
法
則
學
涙
ば
、
我
人
が

『
商
工
業
者
は
大
な
る
利
潤
を
得
、
而
も
往

々
農
業
者
よ
り
は

一
層
大
な
る
利
潤
.

を
得
る
に
非
す
や
」
ε
の
間
に
答

へ
て
日
く
。
『
商
工
業
者
の
得

る
所
の
利
潤
は
生
産

し
陀
る
も
の
に
非
す
し
て
、

獲
得
し
た
る
も
の
な
り
。
換
言
す
れ
ば
、
只

一
の
富
が
他
人
よ
り
彼

に
移
り
た
る
に
過
ぎ
す
。
他
人
ご
は
即
ち
農

民
に
外
な
ら
す
。
農
民
は
工
人
に
奥
ふ
る
に
蕾
に
其
生
産

し
た
る
原
料
を
以
て
す

な
の
み
な
ら
や
、
工
人
の
必
要

ご
す
る

一
切
の
生
活
資
料
を
以
て
す
。
故
に
工
人
は
農
民

の
家
僕

に
膀
麗
た
る
も
の
な
り
。
若

し
工
人
が
農
民

に

其
製
作
物
を
賣
る
こ
ε
に
因
b
て
人
な
る
利
潤
を
得
た
b
ε
せ
ば
、
帥
ち
其
原
料
の
償
格
`
生
計
維
持
の
資
料
の

償
格
の
舶
に
.相
賞
す

る
頻
よ
り
以
上
の
も
の
を
得
た
り
ε
せ
ば
、
暴
れ
恰
も
富
家
の
家
僕
が
其
主
人
の
費
用
に
由

り
て
人
な
る
利
益
を
得

る
ξ
同
じ
く
し
て
、
畢
竟
工
人
の
利
潤
は
農
民
階
級
の
純
牧
人
よ
り
取
り
た
を
も
の
に
外

な

ら

す

」

ε

。

(
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び
肚
會
階
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協
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輪

第
十
六
巻

(第

一
號

三
)
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新
鹸
剰
領
値
説
及
び
肚
會
階
級
協
和
論

策
十
六
巻

(第

「
號
.

四
)

四

三

自
然

法
則
學
涙

は
、
肚

會
階
級
を

分
ち
て
、
第

一
、
財

産
階
級
即

ち
地
主

(訂

。
募

器

嘆
o
嘗

簿
蹄
Φ
)
、
第

二

、

生
産
的
階
級
即
ち
農
民

(す

。更

。
唱
巨

巨

・
。
)
、
第
三
、
不
生
産
的
階
級

(冨

号

羅

巻

募

節

ち
工
商
、
僕
婢

自
由
職

業
者

の
三

ε
な
し
、
不
生
産

的
階

級
は
農
民

に
次
ぎ
て
重
要
な

り

ε
思

考
し

、
不
生
産

な

る
構
號

は
軽
蔑

の
意

を
含

ま
す

ε
辯
解

し
、
而
し
て
最

も
財
産
階

級

を
奪
架

し
て
、
祉

會
階
級

の
首

位

に
置
け
り
。
以

爲
ら
く
、

農
民

は
土

地
を
有

せ
す

し
て
之
を

財
産

階
級

に
憂

く

。
而
し

て
財
産
階
級
は
神

の
意

に
從

ふ
所

の
総

て

の
富

の
第

.

一
の
分
配
主
宰
・者

含
o
唱
茜
巳
9

虫
ぞ
①
口
・。醇
〇二
5

騨
℃
「騨

∪
げ
ロ
ー
(一〇
8
昇
o
ユ
nゴ
o
。・器
ψ)
な
り
。
彼
等

は
自

か
ら
土
地

　

む

　

ら

　

を
開
墾
し
た
る
人
々
か
、
又
ぽ
其
人
々
の
権
利
を
糖
承

し
た
る
人

々
な
り
。
彼
等
は
土
地
的
投
資

(蕾

四
畠
只
2

ぎ

量

3

を
駕

し
た

る
か
、

叉
は

之
を
爲
し

つ

・
あ
る
人

々
な
り

、
土
地
的
投
資

`
は
、
開
墾

、
園

界

.
建
築

等

の
費

用

を
投
ず

る
こ
ε
を

謂
ふ
、
換
言
す

れ
ば
、

土
地

を
耕
作

に
適

せ

し

む

る

こ
ξ
を
目
的

こ
す

る
投
資

な

b
。
此
意
味

に
於

て
、
彼

等

は
土
地
を
作

る
(
聲
δ

ド

9
『器
)
看

な
り
。
生
産

的
階

級
即
ち
農
茂

は

此

土
地
を

作

　

む

　

　

ゆ

る
者

に
非
す

し
て
、
借

用
す

る
者
な

り
。
彼

等
は
土

地
的
投
資

を
爲

さ
す

し
て
、軍

に
最

初

の
投
資

戸一窃

擘
き
。霧

り
　

し

り

つ

　

℃
ユ
巳
置
く
oの
)

ご
毎
年

の
投
資

〔
.2

暫
く
き
∩留

磐
口
口
o
一冨

)
ご
を
駕
す

者

な
b
。

最
初

の
投
資

ε
は
、
家

箭
、
機
械

等

、
数
年
織

細

し
て
使
用

し
得

る
資
本

の
投

下
を

い
ひ
。
毎
年

の
投
資

ε
は
、
種
子

、
肥
料

、
賃

銀
及

び
生
計
維

,



与

持
費
等
の
如
(
、
毎
年
繰
返

へ
さ
る
る
投
資
な
b
。
生
産
的
階
…級
は
共
生
産
せ
る
富

の
中
よ
り
毎
年
の
投
資

の
金

額
及
び
最
初
の
投
資

の
年
賦
銷
却
額
を
併
せ
た
る
も
の
に
相
當
す

る
額
を
自
己
の
所
得

ご
な
し
、
其
飴
即
ち
純
牧

入
は
財
産
階
級
に
納
め
ざ
る
可
か
ら
す

`
。
(前
禍
害
二
十
頁
乃
至
二
十
六
頁
参
照
)
。

ラ

斯
の
如
く
財
産
階
級
か
地
代
`
し
て
農
民
よ
り
受
取
る
所
の
純
牧
入
は
、
1
其
過
去
に
於
て
爲
せ
る
土
地
的
投

(

ラ

ラ

～買
に
封
ず
る
報
酬
、
2
彼
等
の
硲
幅
な
る
生
活
婁
に
充

つ
べ
き
部
分
、
3
將
來

の
土
地
的
投
資
に
要
す

べ
き
部
分

む

　

　

ロ

ロ

を
留

め
て
、
其

鹸
を
租
税

ε
し
て
國
家

に
上
納
す

べ
き
も
の
な
b

ε
す

。
謂

ゆ

る
土
地
軍

一
視

の
制
度

は
是
な
り

し

四

以
上
馨

誦
し
淀

る
所

の
自

然
法
則
學
涯

(叉
は

重

農
學

涙
)
の
純
牧

人
税
を
以

て
、

マ
ル
ク

ス
の
飴
剰

横
位
説

に

対

照
す

る
に
、
至

て
奇
妙

な

る
差

別
あ

る
を
獲

見
す

べ
し
。

第

.
、
自
然
法

則
學

派
は
肚

會
階

級
を

三
分
し
、
其

中

の
生
産
的
階
級

を
農
民

の
み

よ
り
成

る
ε
な
せ
こ
も
。

マ

ル
ク

ス
涙

は
肚
曾
階

級
を
二
分

し
、
勢
働
階

級

の
み

を
生
産
的

ご
な
す

。

第

二
、
自
然
法

則
學

涙
は
財
産
階

級
即

ち
地

主
を
土

地
を
作

お
者

な
b
、
神
意

に
從

ふ
富

の
第

一
分
配
主
宰
者

な

b

`
し
て
曾
捺
す

れ
こ
も

、

マ
ル
ク
ス
涯
は
、
社
倉

の
寄
生
虫
な
り
、

遊
手
渾

食

の
不
生
産
者

ビ
し
て
、
之
を
輕

蔑

し
擯
斥
す

。

新
鹸
剰
慣
値
説
及
び
社
命
　階
級
協
和
論

第
十
六
巻

〔第
一
號

五
)
。

五

号



.

新
饒
剰
慣
値
説
及
び
肚
會
階
級
協
和
論

第
†
六
巻

(第
一
賊

↓C
、

六

.

第
三
、
自
然
法
則
學
振
は
工
人
商
人
を
不
生
産
的
階
級
に
厨
せ
し
む
れ
こ
も
、
猶
彼
等
の
必
要
を
認

め
。

マ
ル
ク

ス
涙
は
農
工
商
の
雇
傭
労
働
者
を
総
て
生
産
的
階
級

に
翳

せ
し
む
れ
ご
5
、
農
工
商

の
企
業
者
.
即
ち
其
謂
ゆ
β

資
本
主

〔地
主
を
含
む
)
は
総
て
之
を
不
生
産
的
な
b
ご
思
考
す
、、

ラ

第
四
、
自
然
法
則
學
涙
の
謂
ゆ
る
純
牧
人
は
、
、一
度
財
産
階
級
の
手

に
入
る
も
、
1
再
び
彼
等
の
生
活
資
料
を
講

(

ラ

入
す

る
費
用
こ
し
て
、
農
民

の
手

に
復
路
し
、
2
將
來
の
土
地
的
投
資

ε
な
b
て
、
直
接
に
農
民
の
生
産
を
助
け

ラ3
國
家

に
租
椀
ε
し
て
納
人
せ
ら
れ
、
之

に
依
り
て
国
家
の
公
益
的
任
務
を
施
行
せ
し
む
る
こ
ε
に
依
b
て
、
問

(接

に
農
民

の
生
産
を
助
く
る
も
の
な
b
。
之
に
反
し
て
、

マ
ル
ク
ス
涙
の
謂
ゆ
る
飴
剰
慣
晦
は
、
勢
働
階
級
の
無

償
勢
働

に
基
因
す
る
も
の
に
し
て
、
且
其
成
立
増
加
は
資
本
ε
し
て
更

に
勢
働
者
に
無
償
勢
働
を
課
す

る
手
段

ざ

な

る
が
故
に
、
蝕
剰
債
値
は
聲
働
階
級

を
犠
牲

ε
し
て
、
軍
に
資
本
主
階
級
を
肥
す

に
止
ま
る
な
り
。

第
五
、
自
然
法
則
學
派
の
擧
げ
た
る
三
階
級
畏
は
互

に
相
協
調
し
共
存

し
て
、
共
同

の
利
幅
を
増
進
す

べ
き
を
本

則
ε
爲
す
。
之
に
反
し
て
、

マ
ル
ク
ス
涯
の
擧
げ
た
る
二
階
級
民
は
絶
え
ず
岡
令
し
、
其

一
た
る
資
本
主
階
級
は
「

寛

に
覆
滅
す

べ
き
運
命
に
遭
ふ

べ
し
ご
思
考
せ
ら
る
Q

.

由
基
槻
之
、
自
然
法
則
學
涙
ε

マ
ル
ク
ス
涙

己
の
説
は
大
に
異
な
れ
ざ
も
、
自
然
法
則
學
振

の
謂
は
ゆ
る
純
牧

入
の
意
義
ε

マ
ル
ク
ス
涙

の
謂
は
ゆ
る
蝕
剰
贋
値

ご
の
意
義
の
間

に
共
通
の
黙
あ
る
如
し
。
共
通

の
黙

ε
は
、
即

ち
生
.産
物
の
債
値
が
生
産
費
を
超
過
す

る
蝕
剰
を
意
味
す
る
こ
ε
是
な
り
。
余
が
前

に
鹸
剰
債
直
な
る
語
は
純
牧

.

■



人
な

る
語
よ

り
由
来

せ
る
な
ら

む

ε

い

へ
る
は

之
が

爲
な
り
。

且
又
自

然

法
則
學
派

が
農

民

の
生
活
費
を

以
て
生

産
費

の

一
ご
思
考

し
、

マ
ル
ク

ス
派
が
勢
働
者

の
生

活
費

を
以

て
勢
働

力
な

る
商
品

の
償
値

即
ち
其
生
産
費

に
該

當
す

ε
思
考

せ
る
は

、
亦
共
通

の
理
想

な
び

ε
謂

ふ
可

七
。

之
を
要
す

る
に
此
両
學
振
は

、
其

時
代
を
異

に
し

、
天
真
立
脚
地

を
同

ふ
せ
す

。

一
は
第

十
八
世
紀

の
古

王
朝

時
代

(き
。寄
口
み
σq
四日
。
)
に
於

て
、
君
主
政
禮

を
尊
重

し

、
国
民

の
最
多

敷
を
占

む
る
農
民

を
愛
護
す

る
主
意

の
下

に
、
自

由
主
義

(巨
。・ω巽

奮

Hρ

百
・。鴇
噌
冨
ωω。
こ
を
主

張

し
。
他

は
第
十
九
世
紀

の
産

業
革

命
後

の
時

代

に
於

て
、

謂
ゆ

る
資
本

+エ
を
抑

へ
、
勢
働

者
を
揚

げ
む

ご
す

る
意
思

の
下

に
、
肚

會
主
義
共
産

主
義

を
鼓
吹

し
π

る
も

の
な

り
。
.是
政

に
「肛
會
事
情

の
大

に
愛
化

せ

る
今
日

よ
り
観
、

叉
欧

洲

と
歴
史

習
慣
制

度
交
物
を
異

に
せ
る
我
国

よ
り

{観
れ
ば

、
此
両

派

の
説

の
誤
謬
叉

は
短
所
は

一
層
明

白

に
之
を
知

る
を
得

べ
き
な
り
。

五

.

自

然
法
則
學
派

か
社
倉

階
級

を
分
ち

て
、
財
産
階
級

、
生
産

者
階

級

、
.不

生
産

者
階
級

の
三

ご
爲
し
陀

る
は
、

蓋
し
常
時

の
耽
會

事
情

に
適

切
な

る
所

あ
り
し
も

の

、
如

し
。
然

れ

.ε
も
農
民

の
み

靭
以

て
生
産

的

ε
爲
し
た

る

は
、

マ
ル
ク
ス
涙

が
労
働

者

の
み
を
生
産
的

ピ
駕
し

覚
る
ε
略
ぼ

同

一
の
誤
謬

に
陥

る
れ
る
も

の
に
し
て
、
生
産

の
眞

意
義

を
解
せ
ざ

る
に
起

因
す

。
而
し
て

マ
ル
ク

ス
派

が
肚
會
階

級
を
資

本
主

`
勢
働
者

ε
に
二
分
し
、
又

は
清

新
鹸
剰
償
値
説
及
び
砒
會
階
級
協
和
論

第
十
六
巻

(第
「
號

七
)

七

、



新
館
剰
甲栢
い値
説
及
び
計
肺會
階
甲級
協
和
弘南
.

舗
川十
山ハ巻

(第
一
號

八
)

八

産
者

ε
無
産
者
ε
に
二
分
す
る
説

の
如
き
は
、
其
當
時
即
ち
十
九
世
紀

の
事
情

に
も
適
合
せ
ざ
る
大
妄
断
な
り
ご

謂
は
ざ
る
を
得
す
。
通
常
輕
濟
學
者
が
地
主
資
本
主
企
業
者
及
び
労
働
者

の
四
階
級
を
以
て
生
産
者
若
く
ば
生
産

協
力
者
ξ
駕
す
に
謝
し
て
、
.マ
ル
ク

ス
涙
は
前
三
者
を
漫
然

一
括
し
て
資
本
主
又
は
有
産
者
ご
汎
栴
し
、
不
生
産
者

ご
断
定
し
以
て
彼
等
の
唯

一
の
生
産
者

ε
思
考
す
る
勢
働
者
叉
は
無
産
者
ご
封
照
せ
し
む
。
此
偏
見
謬
想
は
余
の

近
著
「
勢
賃

ε
利
潤
」
に
於
て
反
覆
批
評
せ
る
が
故
に
今
亦
賀
せ
す
。
自
然
法
則
學
涙
が
其
謂
ゆ
る
財
産
階
級
即
ち

地
主
を
以
て
、
土
地
を
伶
る
(雪
昂

口

器
噂
Φ
)者

ε
爲
す
考
、
詳
言
す
れ
ば
謂
ゆ
る
土
地
的
投
資

(冨

塑話
葦
o
。。
8
〒

。犀
Φω)
を
篤
し
、
即
ち
開
墾
を
駕
し
、
境
界
を
立
て
、
建
築
を
寫
し
て
、
土
地
を
耕
作
に
適

せ
し
め
て
、
以
て
生

産
者
階
級
即
ち
農
民

に
貸
興
す
る
者
ε
駕
す
考
は
、
蓋
し
當
聴

の
事
實

に
適
合
せ
る
所
に
し
て
、
今
日
よ
り
之
を

見
る
も
、
及
び
我
國
の
如
き
に
就

て
育

へ
ば
、
.亦
之
を
全
然
否
定
す
る
能
は
ざ
る
も
の
な
り
ε
す
。

夫
れ
交
明
諸
国
、
特

に
誉
國
に
於
け
る
土
壌
は
、
其
原
始
的
自
然
的
状
態

の
儘
に
て
、
小
作
人

に
貸
附
せ
ら
れ

た
る
も
の
は
有
ら
す
。
大
抵
始

め
の
占
有
者
が
之
を
開
墾

し
、
其
相
細
巻
又
絶
え
季
改
頁
を
加

へ
、
而
し
て
他
人

の
土
地
を
購
買
し
セ
な
者
は
、
此
等

の
開
墾
改
頁

に
投
ぜ
ら
れ
た
る
資
本

の
土
地

に
累
積

し
た
る
も
の
、
換
言
す

れ
ば
資
本
化
せ
る
土
地
の
償
格
を
支
綿
ひ
た
る
人
々
な
ゲ
ξ
す
。
是
故

に
地
主
が
小
作
人
よ
り
受
取
る
所
の
小
作

料
は
、
リ
ヵ
ー
ド
ー
氏
の
所
謂
脛
濟
的
地
代
即
ち
土
地
の
原
始
蘭
不
滅
的
生
産
力
に
封
ず

る
も
の

、
み
に
罪
す
。

其
重
な
る
部
分
は
投
入
せ
ら
れ
陀
る
資
本
に
封
ず
る
報
酬
な
り
こ
す
。
然
ら
ば
、

マ
ル
ク
.ス
涯
が
地
主
を
以
て
、



全
然
不
生
産
的
階
激
ε
爲
し
、
其
地
代
を
以
て
、
小
作
人
の
勢
働

の
結
果
の
剥
奪
な
り
ご
思
考
す
る
の
謬
れ
る
.は

明
か
な
り
。
而
し
て
自
然
法
則
學
者
が
地
主
を
曾
燥
し
、
常

に
土
地
的
投
資
を
駕
す
人
な
り
、
土
地
を
作
る
人
な

り
《」
い
ふ
説
は
、
梢
過
ぎ
た
る
の
嫌
有
り
ε
雌
も
、

マ
ル
ク
ス
涙

の
読

に
比
す
れ
ば
、
頗

る
事
實
に
適
合
す

る
黙

に
於
て
優
れ
り
ξ
す
。
且
目
然
法
則
學
涯
の
説
は
、
蕾

に
地
主
の
行
儒
の
経
済
的
事
實
を
示
す

の
み
な
ら
す
、
其

行
爲
の
道
徳
的
義
務
を
明
か
に
す
る
黙
に
於

て
大
に
勝
れ
り
。
故
に
現
代
或
地
方

の
地
主
が
、
毫
も
土
地
改
頁
叉

は
小
作
人
擁
護

に
向
て
投
資
す

る
こ
ε
な
く
、
只
管
小
作
料
を
誅
求

す

る

こ

ご
に
の
み
留
意
す
る
も

の
、
如
き

は
、
蓋
し
自
然
法
則
學
涙

の
尤
も
恵
む
所
な
b
。
.

占
'、

マ
ル
ク
ス
振
が
階
級
闘
争
を
説
く
に
反
し
て
、
自
然
法
則
涯
が
階
級
協
和
を
示
す
は
、
先

づ
余
輩
の
意
を
獲
た

.

る
も
の
な
り
。
前
者
は
朔
氣
凛
冽
`
し
て
草
木
皆
枯
死
ぜ

ん
ε
す

る
如
く
後
者
は
春
風
駘
蕩
ε
し
て
百
花
將

に
開

か
ん
ε
す

る
如
し
。
斯
く
の
如

く
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
両
派
が
、
往

々
思
想
の
聯
絡
叉
は

一
致
あ
る
は
奇

ε
謂
は
ざ

る
を
得
す
。
既

に
述
た
る
如
く
、
純
牧
人
説

ε
鯨
剰
償
疽
説
ご
の
間
に
は
惜

か
に
思
想
の
聯
絡
め
り
、
而
し
て
自

然
法
則
學
涙
の
交
易
に
閲
す

る
意
見
は
、
恰
も

マ
ル
ク
ス
の
説
ご

一
致
す
.
自
然
法
則
學
振
の
説
に
依
れ
ば
、
交

易
は
通
常
の
場
合

に
於
て
は
同

}
儂
値

の
財
貨
の
交
換
な
る
が
故
に
當
事
者
の
双
方
を
利
す

る
も
の
に
非
す
。
惟

新
鯨
剰
偵
値
説
及
び
雌
魯
階
級
協
和
論

第
十
六
巻

(第
】
號

九
)

九

、
.



藏
鯨
剰
偵
値
読
及
び
肚
會
階
級
協
和
論

第
十
六
巻

(第
一
號

]
O
)

一〇

一
方

の
損
失

に
因
b

て
他
方

が
利
益
す

る
如

き
場
合

あ

る
に
過

ぎ
す

。
故

に
商
業
は
其
封
内
的

な

る
ε
野
外

的

な

る
ご
を
問

は
す
、
紹

て
不
盈
産
的

に
し

て
、
商
人

は

工
人

ε
共

に
不
生
産
的
階
級

に
翳

す

ピ
爲
す
。

マ
ル
ク

ス
は

..≦

o
O
「o
ド
喜
o需

聾
瑠
陣

内
鉱
=
O
。三
口
ロ
こ
(
同

一
な

る
も

の
は
利
金
な

し
)
の
格
言

を
擧
げ
、
自
然
法

則
聾
者

ル
。

下

口
ー

ヌ
(同」o
目
「9
尾
)や

、
メ

ル
シ

エ
ー
・
ド
・
ラ
・
リ

ヴ
ィ
エ
ー

ル
(冒
の
三
①「
号

幣

空
♂.鐸

o
)等

の
吉
を
引
讃

し
て

凡
そ
商
品

の
交
易
は
當
事
者

双
方
を

し
て
、
只
使
用

債
値

の
上

に
於

て

の
み
利
益

を
得

せ
し
む
れ
こ
も

、
交

換
碩

徳

の
上

に
於
て
は

(同

↑
償
値

の
交
易

な

る
が
故

に
)
何

等

の
鯨
剰
償
値
を
生
す

る
も
の
に
非

す

ε
論
ゼ

π
り
,

マ
ル
ク
ス
及

び
自
然
法
則
學
涯

に
共
通

の
敏
黙

は
横

笛

の
眞

意
義
を
解

せ
ざ

る
に
在

り
。
勝

て
謂
ゆ

る
餓
剰

償

値
説
及

び
純
収
入
説

欧
共

に
誤
謬

に
陥

る
り
た
り
。

余

は
本
論

丈

に
於

て
は

、
此

等

の
散

黙
及

び
誤
謬

を
指

摘
す

る
を
以

て
、
主
た

る
目
的

ε
爲
す

も

の
に
井
す
。
余

の
自

か
ら

正
當

ご
信
ず

る
新

鯨
剰

慣
値
説
及
び
祉

會
階

級
協

和
論
を
説

明
す

る
に
先
ち
此

等
を
参
照
す

る

の
便
宜

な

る
を
思

ひ
、
聯

か
之

に
論
及

し
た

る
に
止
ま

る
。

七

題
し
て
新
鯨
剰
傾
値
説
・し
い
ふ
は
、
只

マ
ル
ク
ス
涙
の
飴
剰
慣
値
説

ε
異
な
る
を
示
す

の
み
。
以
下
説
く
所
は

現
代
の
脛
濟
學
説
を
根
擦
ε
し
て
、
恥
か
卑
見
を
加

へ
た
る
も
の
な
b
。

.

マ
ル
ク
ス
は
勢
働
を
以
て
債
値
の
唯

一
根
原
ε
爲
せ
ざ
も
、
是
は
誤
れ
め
。
凡
そ
財
貨

の
債
匝
の
眞

の
根
源
は

曾



「

敷
吊

に
在

り
、
妓
用

ε
は
財
貨

が
吾

人

の
欲
望

を
充

す
力

を
謂

ふ
。
黙

れ
こ
も
、
致
用
如
何

に
人
な

る
も
、
其
物

が
五
口人

の
欲
望

に
饗
し

て
無
限

に
存
在

せ
ば

、
償
値

な
し
、
例

へ
ば
空
気

の
如

し
。
故

に

一
物

が
償
値

を
有
す

る

爲

に
は
敷
用

め

る
外

に
分
量

の
制

限
即

ち
稀

少
性

を

有
す

る
を
要
.す

べ
し
。

例

へ
べ
未
墾

の
沃
土

の
如
き
、
未
だ

毫

も
勢
働
を

加

へ
ざ
る
も

、
横
値
あ

る

べ
し
、
何

・し
な
れ
ば
敷
用

蓬
稀
少
性

ご
を
有
す
れ

ば
な
り
。
如

何

に
多

く

の
勢
働
を

加
ふ

る
ご
も
、
敷
用
な

け
れ
ば
慣
値

を
生

せ
す

。
例

へ
ば
羅
馬

の
或
暴
君

が
罪
人

に
課

し

て
、
山

を
崩

し

て
、
更

に
之
を
築

か
し

め
た

る
場
合

の
如

き
ば
是

な
り
。

・

　

む

む

む

　

凡
そ
財
貨
め
盆
蓙

ε
は
飲
用
を
.作
り
出
す
こ
ε
を
謂
ふ
、
生
産

せ
ら
れ
た
る
財
貨

は
其
分
量
固
よ
b
限
り
有

る

り

む

む

ロ

む

が
故
に
、
償
億
を
有
す

べ
し
。
故

に
財
貨
の
生
産
は
慣
値

の
作
出
な
b
・し
も
謂
ふ
を
得
る
な
り
。
自
然
勢
働
及
び

資
本
の
正
看
を
生
産
の
要
素
ご
謂
ふ
。
自
然

か
自
然
的
に
敷
用
を
作
り
潤
す

こ
ε
有
b
、
例

へ
ば
野
生
の
菓
實
の

自
ら
熟
す

る
が
如
し
。
撚
れ
こ
も
耕
作

の
勢
働
及
び
耕
具
及
び
肥
料
等

の
資
本
の
協
力
あ
る
ε
き
は
生
産
は
倍
加

す

べ
し
。
生
産
三
要
素
を
適
當

に
結
付

る
働
を
企
業

ε
謂

ふ
。
企
業
を
爲
す
人
を
企
業
者
ε
謂

ふ
。
凡
そ
生
産
に

は
生
産
費
を
要
す

べ
し
、
換
言
す
れ
ば
償
値
を
作
出
す
る
爲
に
は
僧
位
を
犠
牲

に
す

る
を
要
す

べ
し
。
企
業
君
の

私
纏
濟
上
よ
り
育
ふ
ξ
き
は
、
其
生
産
上
使
用

し
セ
る
三
生
産
要
素
に
判
ず
る
報
酬
は
即
ち
彼
の
生
産
費
な
り
、

.

土

旭
に
封
ず

る
地
代
、
資
本

に
封
ず
る
利
子
、
及
び
其
減
債
銷
却
、
勢
働
に
劉
す

る
賃
銀
等
は
是
な
り
。
此
三
生

産
要
素
が
企
業
者

に
依
ザ
て
適
當
に
結
付
け
ら
れ
た
る
ε
き
は
、
生
産
費
を
超
過
す

る
所
の
飴
剰
慣
植
を
生
す

べ

新
盤
剰
低
位
説
及
び
祀
會
階
級
協
和
論

策
十
六
巻

(第
一
號

一
】)

[
一 翻

・



1

新
鹸
剰
償
値
説
及
び
肚
會
階
級
協
和
論

策
十
六
巻

(第

一號

・

一
二
)

=
㎜

し
。
企
業
者

の
私
人
経

済

よ
b
見

れ
ば
、
飴
剰
債
値

は
即

ち
彼

の
利
潤
な
b
。
撚

れ
こ
も
地
主
資
本
主

又
は
勢
働

者
の
各
私
人
縄
濟
よ
量

れ
ば
、
地
代
の
中

年
も
、
利
子

の
中
言

、
叉
賃
銀
の
中

に
園
、
各
々
融
剰
慣
値
を
含

む

べ
し
・
何

-し
な
れ
ば
土
地
は
通
常
に
使
用
せ
ら
れ
た
嘉

爲
に
、
地
主
が
曾
て
土
地

に
投
入
し
馨

資
本

の
報

酬
を
超
ゆ
る
地
代
を
得

べ
く
、
勢
働
は
適
當

し
食
用
せ
ら
れ
た
る
が
爲
に
、
勢
働
の
苦
痛
を
債
ふ
て
街
鯨
り
め
る

賃
銀
を
得

べ
く
、
資
本
は
同
じ
一
通
當
に
使
用
せ
ら
れ
だ
る
爲
に
、
資
本
主

が
.心
中

に
豫
期
せ
る
よ
り
以
上
の
利

子
を
得

ぺ
け
れ
ば
な
b
。

]
般
に
盲

へ
ば
、
趾
會

に
於
け
み
生
産
階
級
換
言
す
れ
ば
生
産
協
力
老
兄
る
地
主
資
本
主
勢
働
者
企
業
者

の
四

階
級
は
生
産

に
協
力
す

る
こ
ご
に
由
り
て
、
何
れ
も
皆
鯨
剰
債
値
を
得
る
な
り
。
土
地
を
貸
す
人
も
之
を
借
り
る

人
も
共
に
利
益
し
、
資
本
を
提
供
す

る
人
も
之
を
利
用
す

る
人
も
共
に
利
金
し
、
勢
働
を
賣
る
人
も
之
を
買
ふ
人

む

　

　

も
昔

利
益
す
・
而
し
て
此
互
に
相
利
益
す
る
四
階
級
は
必
至
的
に
協
調
和
合
す

べ
き
も
の
誓

、
之
を
新
飴
剰

む

む

　

む

む

む

ほ

　

　

　

債
値
説
及
び
{肛
會
階
級
協
和
論
の
概
要
ε
す
。

リ
カ
ー
ド
ー
氏
が
経
済
的
地
代
の
根
源
を
土
地

の
原
始
的
不
滅
的
生
産
力
に
.蹄
す
る
は
固
よ
り
謬
れ
り
ご
爲
さ

す

ざ
錐
も
、
若
し
土
地
を
自
然
の
儘

に
放
任
し
て
、
之
に
勢
働
及
び
資
本
を
適
當
に
投
下
せ
ざ
れ
ば
、
生
産
は
皆

無
又
は
僅
少
な
る
べ
し
。
播
種
耕
耘
牧
穫
の
勢
働
も
、
種
子
肥
料
耒
耜
牛
馬
農
舎
の
資
本
も
、
亦
土
地
若
く
は
自

然
の
原
始
的
不
滅
的
生
産
力
ε
相
蟻
ち
で
、
始

め
て
其
敷
果
を
現
は
す
を
得
る
な
り
。
今
假
b
に
此
三
生
産
要
素

唱



の
生
産
力
を
各
十
ご
定
む
る
`
き
は
、
此
三
者
を
適
當
に
結
合
せ
ば
其
結
果
は
三
十
を
生
産
す
る
に
止
ま
ら
す

し

て
、
五
十
を
生
産
す

べ
し
。
而
し
て
今
傲
り
に
生
産
費
を
二
十
ご
定
む
る
ε
き
は
、
二
十
を
五
十
よ
り
控
除
し
て

得
た
る
三
十
は
即
ち
鯨
剰
横
位
な
b
。
自
作
農
の
場
合
に
於
て
は
此
餓
剰
償
値
は
全
く
彼
の
所
得
に
蹄

べ
し
。
小
.

　

む

む

む

作
農
の
場
合
に
於
て
は
、
若
し
地
主
ざ
小
作
人
ε
が
和
衷
協
同
し

つ
N
あ
ら
ば
、
,此
鯨
剰
慣
値
は
彼
等

の
間

に
公

平

に
分
配
せ
ら
る

べ
し
。
即
ち
地
主
は
小
作
人
の
勢
働
及
び
資
本
の
恩
恵
を
受
け
、
小
作
人
は
地
主
の
土
地
及
び

資
本
の
恩
恵
を
受
け
て
、
互
に
相
利
益
す
る
な
り
。
自
然
法
則
學
派
が
曾
て
描
寫

し
曾
敬
し
セ
る
財
産
階
級
の
如

き
は
、
欧
洲
に
於
て
は
漸
く
真
跡
を
絶
ち
、
又
我
国

に
於
て
も
、
近
年
小
作
争
議
の
漸
く
眠

し

き

を

聞
く
ε
雌

も
、
全
国
全
乳肌
會
を
通
じ
て
大
観
す

る
ε
き
は
、
地
ま
ご
小
作
人
`
の
間
の
協
和
は
双
方
を
し
て
多
く
の
鯨
剰
債

む

　

コ

む

　

　

　

ご

む

　

　

ヨ

ロ

む

む

む

　

　

値
を
得
せ
し
む
る
所
以
に
し
て
、
争
議
は

一
時

の
攣
態

に
し
て
協
祁
は
即
ち
永
遠
の
常
相
な
る
の
理
は
明
白
な
b

ε
す
。

工
業

に
於
け
る
雇
主
π
る
企
業
者
ε
雇
傭
勢
働
者

ε
の
關
係
の
如
き
も
亦
撚
り
。
勢
働
者
の
勤
勉
熟
練
患
實

ε

企
業
者
の
才
幹
友
誼
深
慮
ε
は
互
に
相
助
け
て
多
く
の
鯨
剰
償
恒
を
生
す

べ
し
。
夫
れ
勢
賃
の
最
高
限
を
決
定
す

る
も
の
は
勢
働
の
生
産
力

に
し
て
、
其
最
低
限
を
決
定
す
る
も
の
は
労
働
者
の
生
活
基
準
な
レ
。
而
し
て
生
活
基
.

準
高
け
れ
ば
、
生
産
力
は
通
常
増
大
す

る
も
の
な
る
が
故
に
、
企
業
者
が
勢
働
者
の
生
活
基
準
よ
り
高
き
賃
銀
を

、支
挽
ふ
ざ
き
は
、
却
て
彼
の
利
潤
を
増
加
す
べ
し
。
故
に
此
面
階
級
が
和
衷
協
同
し
て
生
産

に
従
事
す
れ
ば
、
両

断
蝕
剰
債
値
説
及
び
祉
會
階
級
協
和
論

策
十
六
巻

〔第
一
號

=
二
〉

=
二

,

4



新
鹸
剰
穏
隅値
説
及
び
計
…會
階
級
協
和
払酬

第
†
山ハ巻

(粛夘
「號

一
四
)

】
四

者
共

に
人
な
る
飴
剰
償
値
を
得

べ
き
は
明
な
り
ξ
す
。
(拙
著
コ
勢
賃
及
び
利
潤
」
四
三
頁
乃
至
九
二
頁
参
照
)。

土
地

の
貸
借
及
び
勢
働

の
雇
傭
に
關
し
て
、
貸
す
者
も
借
b
る
者
も
共

に
利
益
し
、
雇
ふ
者
も
雇
は
る

、
者
も

亦
同
じ
く
飴
剰
慣
値
を
得

る
こ
ご
前
述
の
如
し
。
此
他
資
本

の
貸
借
及
び
貨
物

の
費
買
に
就
て
見

る
も
亦
同
様
な

ゲ
ε
す
。
夫
れ
交
易
は
當
事
者
双
方
を
利
益
す
る
む

の
な
る
は
自
明
の
眞
理
な
b
。
財
貨
の
敷
用
及
び
償
値
は
人

に
由
り
、
時
に
由
り
、
叉
庭
に
由
り
て
同

一
な
ら
す
。
暴
れ
貸
借
叉
は
費
買
の
人
々
の
問
叉
は
国
際
間

に
行
は
れ

て
常
事
者
が
互
に
利
益
す

る
所
以
な
り
。
自
然
法
則
學
涙
及
び

マ
ル
ク

ス
振
が
斯
か
る
自
明
の
眞
理
を
解
せ
ざ
り

し
は
、
全
く
彼
等
の
債
値

の
観
念
の
誤

れ
る
に
基
づ
く
。

黙
れ
こ
も
當
事
者

の
双
方
を
利
益
す

べ
き
交
易
は
、
双
方
が
卒
響

の
地
位
に
立
つ
を
要
し
、
且
自
由
競
争
の
行

は
る
」
を
修
得
ε
す
。
凋
占

の
場
合
、
叉
は
強
国
が
弱
国
を
威
墜
す
る
如
き
場
合
に
於
て
は
、
往
々

一
方
の
利
益

は
他
方
の
損
失
に
因
る
こ
ε
固
よ
り
之
れ
有
b
ε
す
。
故

に
肚
會
階
級
協
和
及

び
國
際
協
和
は
鯨
剰
償
値

の
獲
生

に
歓
く
可
か
ら
ざ
る
の
條
件
な
る
こ
ご
明
な
り
ε
す
。

八

上
述

の
如
く
、
三
生
産
要
素
が
適
當

に
結
合
せ
ら

れ
、
及
び
雇
傭
、
貸
借
、
費
買
等

の
交
易
か
自
由
卒
等
の
係

件
の
下
に
行
は
れ
た
る
場
合

に
於
て
は
、
者
人
に
向

て
大
な
る
飴
剰
横
位
を
得

せ
し
む
る
も
の
な
b
。
而
し
て
此



.

℃

」

む

　

ロ

　

む

　

む

む

む

　

　

り

狩

に
飴
剰
債
笹
薮

生

の
原
因

こ
し

て
特

に
擧

げ
ざ

る

べ
か
ら
ざ

る
も

の
は

、
祀
先

の
恩
、
聖
賢

の
恩

、
砒
會

の
恩

　

　

　

つ

に
し
て
此
等

の
諸
恩
を
総

括

し
、
.振
太

し
、
普
及

し

、
及

び
機

織

せ
し
む
る
は
即

ち
國

家

の
恩
な
り

ε
す

。

簡

単
な

る
貸
倒
を
擧
げ

て
之
を
謹
せ
む
。
河

川
を
徒

渉

し
、

ス
は
游

ぎ

て
遠

き
庭

に
達

す
る
に
は
、
大
な

る
勢

苦

を
要
す

べ
し

黙

れ
ざ
も
、
舟
筏
を
作
り

.
柁

、
権

叉

は
帆

を
用
み

る
ε
き
は
、
其
勢
苦

は
大

に
減

す

べ
し
。

潮
流

に
從

ひ
、
又

は
順
風

を
追

ふ
ご
き
は
、
特

に
撚

り
ε
す
。

河
川
の
航
運

に
適

し
、
且
風
潮

の

之

を

助
く

る

む

む

　

む

は

、

こ
れ
自
然

の
恩
な
り
、
舟
筏

、
柁

、
罹
及

び
帆

は
即

ち
資
本

に
し

て
、
之
を
考
案

し
、
創

作
し
.
之
が
利
用

　

む

む

　

の
道
を
敏

へ
旦
普
及

せ
し

め
た

る
は

、
聖
賢

の
恩
な

り
、
聖
賢

の
撤
を
守

り
.
勤

勉
倹

約

し
て
、
斯

の
如

き
資
本

む

　

　

む

を
維
持
し
、
集
積
し
、
且
改
頁
し
て
、
後
昆
を
し
て
勢
少

く

し

て

功
多
き
を
得

せ
し
め
た
る
は
、
相
先
の
恩
な

り
。
過
去
及
び
現
在
の
砒
會
を
構
成
す

る
民
衆
が
、
互
に
分
業
し
て
、
或
者
は
木
を
伐
り
、
或
者
は
舟
を
作
り
、

或
者
は
苧
晩
を
栽

へ
、
或
者
は
之
を
織
b
て
帆
布
こ
な
し
、
或
者
は
舟
夫
ε
な
る

斯

の
如
く
艮
衆
が
分
業
し
協

ド

の

　

ヴ

　

.
力

し
て
、
互

に
相

利
益
す

る
は

、
是

れ
肚
會

の
愚
な

b

。
即
ち

】
披

一
藝

に
通
す

る
冬

人
は

、
他

の
技
藝
を

分
業

す

る
人

々
の
恩
を
受
く

る
な

り
。
造
船

術

の
益

々
進

歩

し
、
航
蓮
葉

の
愈

々
獲
達

せ

る
今

日

に
於

て
は
、
前
掲

の

諸

悪
は
著

し
く
大
ざ

な
.
る

を

見

る

べ
し
。

蒸
気

の
力

、
、
電
気

の
作
用

の
如

き
、
自
然

の
恩

恵
は
無
限

に
増

し
た

り
。
是
等

の
自
然
力
を
適
當

じ
利
用
す

る
機

械
及

び
装

置

の
獲

明
獲
見
を
爲

せ
る
聖
賢

の
恩
徳

は
非
常

に
加
は
り

π
り
。

是
等

の
機
械
及

び
装
置

を
有
す

る
互
舶
堅
艦

快
艇

を
無

数

に
製

造

し
、
維
持

し
、
改
頁

し
、
且
益

々
増

加

新
餓
剰
便
他
説
及
び
肚
會
瞼
級
協
和
論

第
十
六
巻

(第

一
號

]
五
)

一
五
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新
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値
説
及
び
肚
會
階
級
協
和
論

第
十
六
巻

(第
}
號

=
ハ)

エ
ハ

し
た

る
は
、
暴

れ
我

々
阻

先
勤
倹

の
恩
徳

に
非
す

し

て
何

ぞ
や
。
而

し

て
斯

の
如

き
造
船
術

の
進
歩

及

び
航
蓮

業

の
獲
達

に
伴

ふ
分
業
及
び
協

力

の
驚

く

べ
き
増
進

は
、
如

何

に
細
密

に
且
如

何

に
慶
大

に
肚
會

の
恩
恵
を
浸
潤
流

布

せ
し
め
た

る
ぞ
。

=
=ロ
以

て
之
を
約
す

れ
ば
、
吾
人

が
古

來
今
往
、
此
等

の
自

然
、
聖
賢
、

耐
先
、
及

び
肚
含

む

　

む

む

　

の
恩
徳
を
容
易
に
且
確
實

に
享
く
る
を
得
る
所
以
は
、
即
ち
国
家
の
恩
徳
な
り
ε
す
。
讐

へ
ば
八
膣
め
b
て
、
日

・
光
室
熟
の
恩
を
享
く
る
が
如
く
、
民
衆
は
国
家
な
る
組
織
膿
を
成
す
に
由
り
て
土
地
河
海
其
他
自
然
の
恩
を
完
全

に
享
く
る
を
得
る
な
り
。
国
家

の
君
主
制
陀
り
、
叉
は
民
主
制
た
る
ど
を
問
は
す
。
聖
賢
明
哲
の
人
が
政
を
執
り
注

を
立

つ
る
こ
ご
は
古
來
各
國
の
史
乗

に
顕
著
な
b
。
而
し
て
風
間
賢
哲
の
人
も
、
亦
國
家
の
翼
廊
保
護

の
下
に
於

む

　

む

む

　

　

　

む

む

　

　

む

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て
、
其
知
能
を
獲
探
す
る
を
得
た
り
。
然
ら
ば
則
ち
聖
賢

の
恩
は
国
家
の
恩

に

一
致
し
又
は
蹄
着
す

べ
き
な
り
。

而
し
て
、
吾
人
の
阻
先
は
曾
て
此
國
家

の
恩
徳
を
蒙
む
り
て
生
活
し
、
現
代
の
肚
會
は
現
に
此
国
家
の
庇
護
の
下

　

　

む

む

む

　

　

　

　

む

む

　

む

　

　

　

　

む

　

　

む

　

ロ
　

む

む

む

　

む

む

　

の

む

に
繁
榮
す
。
然
ら
ば
則
ち
泄
先
の
恩
も
肚
會
の
恩
も
共

に
國
家
の
恩
の
大
光
を
受
け
て
、
更
に
反
射
の
小
明
を
放

む

　

ロ

む

む

む

む

む

む

　

　

っ
も

の

に
外

な
ら

ざ

る
な
り
。

以

上
余

は
理
解

を
容
易

な
ら

し
む

る
爲

に
、
簡

軍

な

る

一
例
即

ち
造

船
航
運

に
就

て
運

べ
た
れ
こ
も

、
世

上
の

萬
事

萬
物
す

べ
て
此
理
を
推

し
て
之

を
説
明
す
.る
を
得

べ
し

ξ
信
ず

。
即
ち
財
貨

は
其
有
形

π
る

ε
無

形

た

る
ε

を
問
は
す

。
職
業
は
典
麗

工
商

π
る
ご
自
由

職
業
だ

る
ε
を
論

せ
す

、
肚
會
階

級
は
地

主

た
り
、
資
本

主

た
b
、

勢
働
看

た
り
、
.將

把
企
業
者

覚

る
ぜ
.を
問
は
ず

、
賣

る
人
も
買

ふ
人
も

、
貸

手
も
借
手
も

、
雇

主
も
被
傭
者

も
、

,



.

`

贅
し
く
自
然
の
恩
聖
賢
の
恩
租
先
の
恩
を
受
け
、
且
相
互
に
肚
會
の
恩
を
享
け

つ
》
有
り
。
而
し
て
此
等
の
諸
悪

を
綜
合
統

一
す

る
は
即
ち
国
家
の
恩

な

り

虐

す
。
余
の
主
張
す

る
所
の
新
鹸
剰
償
値
説
の
基
礎
は
即
ち
藪
に
在

り
、
肚
倉
階
緩
協
和
論
の
根
抵
は
即
ち
藪
に
在
り
。
自
然
法
則
學
振
の
純
牧
人
説
並
に
マ
ル
ク
ス
涙
の
猷
剰
儂
直

及
び
階
級
圏
孚
の
説
は
本

論
の
主
意

ご
大
に
異

に
、
叉
は
全
然
反
動
す
。
撚
れ
こ
も
此
両
派
の
學
説
は

一
部
分
の

眞
理
を
含
む
。
自
然
法
則
學
涙
が
自
然
の
恩
を
高
調
し
、

マ
ル
ク
ス
涙
が
勢
働
恩
を
絶
叫
す
る
は
可
な
り
。
前
者

が
聖
賢
の
恩
、
國
家
の
恩
を
暗
示
す

る
は
大
に
可
な
り
、
而
し
て
其
階
級
協

和
の
理
想
を
含
む
は

マ
ル
ク
ス
振

の

闘
争
誘
に
比
す
れ
ば
、
特

に
優
れ
り
ご
す
。
黙
れ
ざ
も
之
を
要
す

る
に
此
両
派
の
純
牧
入
説
及
び
飴
剰
儂
値
説
は

不
完
企
に
し
て
穂
て
の
種
類
の
純
牧
入
又
は
飴
剰
償
値
を
説
明
せ
ず
、
だ
.ゴ
其

一
部
分
を
偏
見
曲
解
し
た
る
に
止

ま
る
。
撚
れ
こ
も
余
が
本
論
を
草
す
を
に
方

り
、
先
進
麗
濟
學
者
の
定
説

に
擦
る
所
は
固
よ
り
多
く
、
而
し
て
霞

む

む

　

ご

む

　

し
て
新

醗
剰

慣
値
説

ε
い
ふ
所

以
は
、

マ
ル
ク

ス
涙

の
説

に
謝

し
て

い
ふ
の
み
。

古
人

曰
く
述

而
不
作

ご
、
又

日

く
温
故
而
知
新

ε
。
余

の
短
才

混
學
な

る
何

ぞ
敢

て
創

作

を
敢
て
せ

ん
。
.唯
憂

ふ
、
近

張
畢
者
往

々
徒
ら

に
新
を

競

ひ
、
奇

を
街

ひ
、
或

は

マ
ル
ク

ス
主
義

を
鼓
吹

し
、

更

に

一
層
過

激
化

せ

る
言

論
を

弄
し
て
、
盛

に
階
級
闘
争

を

論
じ
、
基

き
は

サ

ン
プ
カ
リ
ズ

ム
の
直

接

行
動
を
勧

誘

し
、

ク

ロ
ポ
ト

キ

ン
等

の
鉦
備政
府
共
産

主
義

を
膚旦
博

す

る
者

あ
る

に
至
れ

る
こ
ε
を
、
余

が
今
不
敏

を
顧
み
す

、
呶

々
激
千

吉
を
費

や
す

も

の
は
、
蓋

し
亦
已

む
を
得
ざ

る
な
り
。
余
豊
辮

を
好

ま

ん
や
。

新
盤
剰
偵
値
説
及
び
肚
會
階
級
協
和
論

第
十
六
巻

(第

「號

一
七
)

「
七
.
,

、

〆

.


